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【概論】

徳田玉龍の人生とその画業
　　　　　　　　〜彼

ひ が ん

岸に達するも玄
げ ん お う

奥は尽きず〜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　徳田玉龍は本名を清七

郎 と い い、 朝 倉 市 甘 木

（ 旧 甘 木 町 ） で 明 治 16

（１８８３）年に生まれ

ました。幼少のころより

絵を描くことを好んだ玉

龍は１０代で絵師を志

し、京都で川端玉
ぎょくしょう

章や村

瀬玉
ぎょくでん

田に師事、円
まるやましじょう

山四条

派を修めます。２２歳で

日本美術協会に入選し、

２４歳のころには生家近

くにあったという旅館の

大広間で個展を開催しています。また、山をテーマとして

描くようになったようで、大分県にある景勝地耶
や ば け い

馬渓の景

色を描いたとされています。しかし、そのころの作品は本

人が残した画歴・書歴に散見するのみで発見するに至って

おりません。

　明治４３（１９１０）年の韓国併
へいごう

合に伴って２６歳で朝

鮮半島へ渡り、２７歳の時に名勝金
こんごうさん

剛山に出会います。玉

龍にとってその山は大変惹
ひ

かれるモチーフであったよう

で、岩
がんくつ

窟に居住し、山野をあちこちと歩きながら金剛山の

風景を描き始めます。金剛山は朝鮮半島では古くから名山

として知られる山であり、大変な景勝地であるとされてい

ました。しかし、まだまだ人の手の入らないような秘境で

した。天高くそびえる奇岩の数々、折り重なるような滝や

渓
けいこく

谷は、日本の風景にはない魅力を感じたのでしょう。そ

の勇
ゆうそう

壮さに玉龍は惚
ほ

れこみ、画題としたのかもしれません。

　彼の作品は初代大韓帝国皇帝やその皇太子たちといった

李
り

王室の人々に好まれました。大正２（１９１３）年には

作品を称賛され、金一封を賜
たまわ

ったと言います。その他にも、

のちに第３０代内閣総理大臣となって二・二六事件で斃
たお

れ

る当時の朝
ちょうせんそうとくふ

鮮総督府総督・斎藤実
まこと

や、当時の朝鮮鉄道局な

どにも買い上げられています。

　金剛山の作品はその他にも、国内では大阪偕
かいこうしゃ

行社（戦前

の旧帝国陸軍親睦組織）に渡ったほか、欧米人などからも

求められており、題材とした金剛山の勇壮さを見事に表現

したものであったと考えられます。しかし、この頃制作さ

れた作品は、引揚げの際に家族らの手であわてて持ち出さ

れたものが少数残るのみで、その他人の手に渡った作品に

ついては、大多数が終戦直後の混乱の中で消息不明となっ

てしまいます。

　金剛山の思い出を抱きつつ、還暦を過ぎた玉龍は富士山

に新たな題材を得て、富士山を描くようになりました。昭

和２２（１９４７）年から山中湖の湖
こ は ん

畔などに長期滞在し

ながら、様々な表情を見せる富士山を細やかに描きます。

時には先人の詠
よ

んだ富士山の和歌、俳句、漢詩などにもイ

ンスピレーションを受け、富士山を描きつづけました。第

一巻の冒
ぼうとう

頭には玉龍自身の漢詩「富士山」が書かれており、

漢詩の中には富士山の成り立ちや伝承などが見られ、長大

な漢詩には玉龍の並々ならぬ熱意が込められています。数

ある富士山の画の中には古典から題材を得たものや富士山

の風景だけではなく、縁
え ん ぎ も の

起物の描写なども見られます。こ

うして昭和２９（１９５４）年１１月、１０巻からなる

『富
ふがくひゃっけい

嶽百景』は完成しました。玉龍７１歳の時でした。

　昭和２５（１９５０）年には秩
ちちぶのみや

父宮両殿下に拝
はいえつ

謁し、金

剛山と富士山を描いた作品をご覧いただく機会がありまし

た。その後、昭和３０（１９５５）年に秩父宮妃殿下のご

台
たいらん

覧を仰ぎ上京するも不運なことに病に倒れます。この病

が思ったより重く、昭和３１（１９５６）年は療
りょうよう

養生活を

余
よ ぎ

儀なくされたようです。しかしその病にも負けず、玉龍

は『蓬
ほうらいさん

莱山与
と

玉
ぎょくりゅう

龍 』という作品を描いています。この作

品はおそらく彼の最後の作品といってもよいでしょう。そ

の絵に添えられた漢詩には、山を描き続けた玉龍の万
ばんかん

感が

こもっています。この概論の副題にもある「彼岸に達する

も玄奥は尽きず」は、この漢詩のなかの一節にあります。

涅
ね は ん

槃の境地にいた玉龍が、なお山の魅力、奥深さは尽
つ

きる

ものはないといい、次の句で「初心を懐
かいかん

憾するも未
み か ん

完に終

わる」と、いまだ山を描く旅路が続くことを暗示していま

す。しかし、療養の甲
か い

斐なく昭和３３（１９５８）年３月

徳田玉龍
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蓬萊山与玉龍

に逝
せいきょ

去、享
きょうねん

年７４歳でした。

　残っている作品数も少なく、謎の多い玉龍ですが、彼の

人生やその残された作品などから見えてくる姿とは風
ふ う が

雅を

求め山
さ ん し す い め い

紫水明を愛する文人のような画家、というよりも何

か修
しゅげん

験の道に飛び込んだ修行僧のような厳
きび

しさが感じら

れます。名に龍を冠
かん

するように、『富嶽百景』に徐
じょふく

福伝説

（司
し ば せ ん

馬遷の『史
し き

記』にある、富士山にある不死の霊薬を求

める伝説）を描くなど神
し ん せ ん し そ う

仙思想に惹かれていたようにも思

われ、何より自分を「蓬莱山人玉龍」と号したことなどか

らもその影響が見られるでしょう。そして、その世界観を

育んだのは、金剛山での厳しい岩窟での生活だったのでは

ないかと考えます。これが徳田玉龍の思想的な背景ではな

いかと感じるのです。

　郷土の日本画家「徳田玉龍」の魅力を多くの方に知って

もらいたいと思っています。しかしながら、彼の画業に対

する研究は始まったばかりで、その思想的背景に迫ること

までは難しいのが現状です。彼の生涯をかけた作品を学術

的・美術的な評価をするためにも、甘木歴史資料館では、

今後も徳田玉龍に対する調査を行っていきたいと思ってお

ります。　　　　　　　　　　　　　（副館長：遠藤 啓介）
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※昭和丁酉＝昭和 31（1957）年


